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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 14 号 （2014 年 7 月）

よすみちゃん

第 14号

出
雲
弥
生
の
森
の
夏

　

８
月
９
日
（
土
）　

　

博
物
館
と
西
谷
２
号
墓
展
示
施
設

を
、
夜
８
時
ま
で
開
館
を
延
長
し
て

皆
さ
ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

　

企
画
展
も
開
催
中
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

★
「
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
」開
催

　
　

１
回
目　

18
時
～

　
　

２
回
目　

19
時
～

　

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
博
物
館

の
裏
側
を
見
学
で
き
ま
す
。

弥
生
ブ
ロ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
４

館
で
今
年
も
『
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
』
を
や
り
ま
す
。

 

【
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
】

 

【
荒
神
谷
博
物
館
】

 

【
加
茂
岩
倉
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
】

 

【
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
】

７
月
12
日
～
９
月
15
日

内
容
：
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と

・
２
館
目
か
ら
観
覧
料
の
割
引
を
！

・
ス
タ
ン
プ
２
個
で
温
泉
割
引
券
を
！

・
ス
タ
ン
プ
４
個
で
「
特
製
４
館
缶

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
セ
ッ
ト
」
を
！

　

さ
ら
に
、抽
選
で「
勇
者
の
逸
品
」を
！

※
他
の
割
引
き
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

夏
季
企
画
展

　

７
月
19
日（
土
）～
９
月
８
日（
月
）

★
関
連
講
座

７
月
21
日
（
月
）

「
日
本
古
代
に
お
け
る
文
字
の
使
用

と
そ
の
背
景
」

【
講
師
】
市　

大
樹
氏
（
大
阪
大
学
）

８
月
３
日
（
日
）

「
古
代
の
出
雲
び
と
が
土
器
に
書
い

た
こ
と
」

【
講
師
】
髙
橋　

周

　
　
　
（
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
）

８
月
30
日
（
土
）

「
日
本
古
代
の
墨
に
つ
い
て
」

【
講
師
】
山
路　

直
充
氏

　
　
　
（
市
川
考
古
博
物
館
）

●
時　

間　

14
時
～
16
時

●
定　

員　

80
名

★
企
画
展
関
連 

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー

万
葉
衣
装
を
着
て
み
よ
う
！

★
企
画
展
体
験
教
室

８
月
16
日
（
土
）
14
時
～
16
時

内
容
：「
古
代
の
方
法
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
紙
を
つ
く
ろ

う
！
」

場
所
：
た
い
け
ん

学
習
室

定
員
：
10
組

★
夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

８
月
23
日
（
土
）
10
時
～
12
時

内
容
：
博
物
館
で
育
て
た
藍
の
生

葉
を
摘
ん
で
、
ハ

ン
カ
チ
を
染
め
て

み
よ
う
！

場
所
：
た
い
け
ん

学
習
室

定
員
：
25
名

持
っ
て
く
る
も
の
：
エ
プ
ロ
ン
、
帽
子
、

タ
オ
ル
を
ご
持
参
の
う
え
、
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
事

前
申
込
み
が
必
要
で
す
。電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

古
代
の
出
雲
び
と
、

　
　
　
　
文
字
を
書
く

　
　
　
― 

示
す
・
伝
え
る
・
祈
る 

―
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「勝」と刻む鉄鉢形土器
（上塩冶町 築山遺跡）

第 14号
　

日
本
列
島
で
最
も
古
い
文
字
は
弥
生

時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
ひ
と
が
文
字
を
使
い
始
め
た
の

は
、
律
令
（
現
在
の
法
律
に
相
当
）
に

も
と
づ
く
政
治
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か

け
て
の
こ
と
で
す
。当
時
の
人
び
と
は
、

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
紙
、
木
札
、
土
器

に
文
字
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

　

紙
は
大
量
の
文
字
に
よ
る
情
報
が
必

要
な
場
合
、
例
え
ば
、
戸
籍
や
税
の
帳

簿
な
ど
の
作
成
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

紙
は
現
地
で
調
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
出
雲
で
も
生
産
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
青
木
遺
跡
（
東
林
木

町
）
で
は
、
漆
を
保
存
す
る
た
め
に
再

利
用
し
た
紙（
漆う
る
し
が
み紙
文
書
）が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
札
に
も
文
字
が
書
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
木
札
の
こ
と
を

木も
っ
か
ん簡
と
呼
び
ま
す
。
小
刀
で
削
れ
ば
何

度
で
も
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、荷
札
な
ど
と
し
て
も
使
え
る
た
め
、

紙
よ
り
も
実
用
的
な
文
房
具
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
古
代
の
役
人
を
指
す

 

「
古
代
の
出
雲
び
と
、
文
字
を
書
く

　

―
示
す
・
伝
え
る
・
祈
る
― 

」

★
特
集　

研
究
ノ
ー
ト
⑬

夏
季
企
画
展

言
葉
に
「
刀と

う

筆ひ
つ

の
吏り

」
と
の
語
が
あ
り

ま
し
た
。文
字
を
書
く
際
に
筆●

を
使
い
、

文
字
を
消
す
際
に
刀●

で
削
る
と
い
う
意

味
で
す
。
役
人
に
と
っ
て
木
簡
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
木
簡

は
都
だ
け
で
な
く
、
地
方
で
も
見
つ

か
っ
て
い
て
、
市
内
で
は
青
木
遺
跡
や

三さ
ん

田た
だ
に谷

Ⅰ
遺
跡
（
上
塩
冶
町
）
な
ど
で

出
土
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
土
器
に
も
文
字
が
書
か
れ

ま
し
た
。
墨
で
文
字
が
書
か
れ
た
土
器

を
墨ぼ
く
し
ょ書

土
器
、
文
字
が
刻
ま
れ
た
土
器

を
刻こ
く
し
ょ書
土
器
と
呼
び
ま
す
。
土
器
に
は

多
く
の
場
合
、
土
器
の
底
の
部
分
に
一

～
二
文
字
程
度
し
か
書
か
れ
ま
せ
ん
。

多
数
の
文
字
で
情
報
を
伝
え
る
機
能
を

も
つ
紙
や
木
簡
と
は
対
称
的
に
、
土
器

に
書
か
れ
た
文
字
は
、
土
器
自
身
の
所

属
や
そ
の
内
容
物
の
性
格
を
端
的
に
示

す
も
の
と
言
え
ま
す
。
紙
や
木
簡
と
比

べ
て
文
字
数
は
格
段
に
少
な
い
の
で
す

が
、
そ
の
一
文
字
が
歴
史
的
な
背
景
を

示
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

写
真
の
「
社
」
と
書
か
れ
た
墨
書
・

刻
書
土
器
は
、
矢
野
遺
跡
で
出
土
し
ま

し
た
。
現
在
の
八や

野の

神
社
に
近
い
こ
と

か
ら
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
記
さ
れ

た
「
八
野
社
」
に
関
わ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
「
社
」
の
墨
書
・

刻
書
土
器
は
市
内
で
は
他
に
鹿し
か
く
ら
や
ま

蔵
山
遺

跡
（
大
社
町
杵
築
南
）
や
青
木
遺
跡
（
東

林
木
町
）
で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

「
社
」
と
書
か
れ
た
土
器
が
ま
と
ま
っ

て
複
数
の
遺
跡
で
確
認
で
き
る
地
域
は

全
国
的
に
珍
し
く
、
律
令
に
よ
る
神
社

制
度
が
い
ち
早
く
成
立
し
た
と
さ
れ
る

出
雲
国
の
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山ざ
ん
も
ち持

遺
跡
（
西
林
木
町
）
で

は
「
華
」
と
書
か
れ
た
土
器
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
こ
の
土
器
は
、
道
路
の

造
成
土
の
中
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。

「
華
」
の
文
字
は
仏
教
に
関
わ
る
文
字

と
考
え
ら
れ
、
道
路
の
造
成
工
事
中
に

仏
教
的
な
儀
式
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、
仏
教
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
、築つ
き
や
ま山
遺
跡
（
上
塩
冶
町
）
で
「
勝
」

と
刻
ま
れ
た
鉄
鉢
の
形
を
し
た
土
器
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
鉄
鉢
と
は
、
お

坊
さ
ん
が
た●

●
●

く
鉢
を
し
て
回
る
際
に
お

布
施
の
食
糧
を
も
ら
う
た
め
の
器
で
、

築
山
遺
跡
の
周
辺
に
仏
教
施
設
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
性
格

の
土
器
に
刻
ま
れ
た
「
勝
」
と
は
、
勝
す
ぐ
り

（
勝す

ぐ
り
べ部
）
と
い
う
氏
族
の
名
称
だ
と
考

え
ら
れ
ま
ず
。
奈
良
時
代
に
は
、
仏
教

的
な
営
み
に
対
し
て
、
自
ら
の
財
産
を

投
じ
る
こ
と
で
、
現
世
や
来
世
の
平
安

を
祈
る
行
為
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
鉄
鉢
形
土
器
は
勝
（
勝
部
）
氏
の

平
安
を
祈
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
出
雲
市
内
お

よ
び
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
古

代
の
出
雲
び
と
直
筆
の
文
字
」
で
あ
る

墨
書
・
刻
書
土
器
を
切
り
口
に
、
当
時

の
社
会
の
様
相
や
古
代
の
出
雲
び
と
と

文
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

（
髙
橋　

周
）

｢社」と書かれた土器
（矢野町 矢野遺跡）
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杉沢横穴墓群の全景（南より）

第 14号

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

開
催
中 

～ 

９
月
29
日（
月
）

 

「
上
長
浜
貝
塚
」

　

上か
み
な
が
は
ま
か
い
づ
か

長
浜
貝
塚
（
出
雲
市
西
園
町
）
は
、

出
雲
平
野
の
西
の
端
、
日
本
海
に
ほ
ど

近
い
砂
丘
上
に
位
置
し
ま
す
。　
　

　

遺
跡
は
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）
に

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代
か
ら

平
安
時
代
ま
で
の
遺
跡
と
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
平
安
時
代
の
貝
塚
を

紹
介
し
ま
す
。

　

貝
塚
は
、
食
料
と
し
た
貝
類
の
殻
が

捨
て
ら
れ
、
そ
れ
が
堆
積
し
た
遺
跡
で

す
。
日
本
で
は
主
に
そ
の
大
半
が
縄
文

時
代
に
形
成
さ
れ
ま
す
が
、
上
長
浜
貝

塚
は
平
安
時
代
の
も
の
で
す
。

　

約
７
０
０
㎡
（
お
よ
そ
50
ｍ
プ
ー
ル

１
個
分
）
も
の
広
さ
が
あ
り
、こ
れ
は
、

古
代
の
貝
塚
と
し
て
は
全
国
最
大
級
で

す
。
貝
類
は
シ
ジ
ミ
・
マ
ガ
キ
・
オ
キ

ア
サ
リ
な
ど
42
種
類
を
確
認
し
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
が
シ
ジ
ミ
で
す
。

　

貝
殻
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
っ

て
、
通
常
は
残
り
に
く
い
骨
な
ど
が
見

つ
か
り
ま
す
。
魚
類
は
サ
メ
・
ス
ズ
キ
・

ナ
マ
ズ
な
ど
25
種
類
、
鳥
類
は
カ
モ
・

ウ
ミ
ネ
コ
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
５
種
類
、

哺
乳
類
は
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
イ
ヌ
な

ど
10 
種
類
の
骨
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
物
の
生
息
域
と
出
土
量
か

ら
、
上
長
浜
貝
塚
を
残
し
た
人
た
ち
は

主
に
汽
水
域
（
神か
ん
ど
の
み
ず
う
み

門
水
海
）
で
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

漁ぎ
ょ
ぐ具

も
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
網

の
お
も
り
が
、
約
６
０
０
点
出
土
し
て

い
ま
す
。
お
も
り
の
大
き
さ
と
重
さ
か

ら
も
汽
水
域
（
神
門
水
海
）
で
盛
ん
に

漁
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

写
真
は
、
海
釣
漁
の
し
か
け
を
復
元

し
た
も
の
で
す
。
石
の
お
も
り
に
釣
り

糸
を
掛
け
る
溝
（
逆
Ｔ
字
状
）
が
あ
る

の
が
特
徴
で
す
。
重
さ
は
１
㎏
を
超
え

る
も
の
が
多
く
（
写
真
は
１
．
２
㎏
）、

潮
の
流
れ
が
速
い
日
本
海
で
、
海
底
に

い
る
魚
、
あ
る
い
は
体
長
１
ｍ
以
上
の

大
形
魚
を
釣
る
た
め
に
使
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
日
本
海
沿
岸
特
有
の
お
も
り

で
す
。

　

上
長
浜
貝
塚
は
、
平
安
時
代
の
漁ぎ
ょ
ろ
う撈

活
動
の
よ
う
す
が
よ
く
わ
か
る
遺
跡
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本　

豊
治
）

　

杉
沢
横
穴
墓
群
は
、
出
雲
市
斐
川
町

直
江
に
所
在
し
、
斐
川
中
央
工
業
団
地

予
定
地
内
の
東
側
丘
陵
に
築
か
れ
て
い

ま
す
。
市
文
化
財
課
で
は
、
斐
川
中
央

工
業
団
地
予
定
地
内
で
の
発
掘
調
査
を

進
め
て
お
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
に
か
け
て
杉
沢
横
穴
墓
群
の
発

掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
道
路
工
事
の
際
に
、
斐
川
町

教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、
杉
沢
横
穴
墓

群
が
築
か
れ
た
丘
陵
の
一
部
が
調
査
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、

丘
陵
全
体
を
対
象
に
発
掘
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

杉
沢
横
穴
墓
群
は
合
計
で
15
基
の
横

穴
墓
か
ら
構
成
さ
れ
、
横
穴
墓
は
、
入

口
か
ら
奥
に
向
か
っ
て
前ぜ
ん
て
い庭
・
羨え

ん
ど
う道
・

玄げ
ん
も
ん門
・
玄げ

ん
し
つ室
に
分
か
れ
ま
す
。
出
雲
市

内
で
は
玄
門
が
な
い
横
穴
墓
が
一
般
的

で
、
前
庭
か
ら
玄
室
ま
で
の
通
路
に
羨

道
と
玄
門
を
設
け
る
つ
く
り
は
出
雲
市

内
で
は
少
な
く
、
松
江
・
安
来
市
内
で

数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
横
穴
墓
か
ら
は
主
に
須
恵
器

が
出
土
し
て
お
り
、
古
墳
時
代
後
期
後

　

開
催
中 

～ 

９
月
１
日（
月
）

 

「
杉
沢
横
穴
墓
群

　
　
　
　

発
掘
調
査
速
報
展
」

★
発
掘
調
査
速
報
展

半
か
ら
奈
良
時
代
頃（
約
千
三
百
年
前
）

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
奈
良
時
代
の
須
恵
器
が

比
較
的
多
く
見
受
け
ら
れ
、
中
に
は
器

面
が
ツ
ル
ツ
ル
し
た
須
恵
器
が
数
点
存

在
し
ま
す
。
こ
れ
は
硯す
ず
りに

用
い
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
横
穴

墓
は
古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良
時
代
ま

で
使
わ
れ
、
そ
の
時
に
葬
ら
れ
た
人
物

は
硯
を
使
う
人
（
＝
役
人
）
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
速
報
展
で
は
、
過
去
に
行
わ

れ
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
含
め
、
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
杉
沢
横
穴
墓
群
の

特
徴
や
出
土
し
た
遺
物
を
中
心
に
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
幡
中　

光
輔
）

海釣漁のしかけ
（釣針と糸は現代）
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●入館料／無料

●開館時間／9：00 ～ 17：00（入館 16：30 まで）

●休館日／火曜日（祝日の場合は翌日）

第 14号

◆｢
将
棋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　

７
月
27
日（
日
）

　
「
プ
ロ
棋
士
指
導
対
局
」
定
員
40
名

　

９
時
～
12
時

　
　
（
受
付
：８
時
30
分
～
10
時
30
分
）

　

受
付
は
当
日
先
着
順
で
す
。

　
「
第
４
回
里
見
香
奈
杯
争
奪

　

出
雲
弥
生
の
森
ジ
ュ
ニ
ア
将
棋
大
会
」

　

13
時
15
分
～
17
時

　
　
（
当
日
の
見
学
は
自
由
で
す
。）

※
あ
わ
せ
て
市
内
の
高
浜
Ⅰ
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
将
棋
盤
を
展
示
し
ま
す
。

◆
弥
生
の
森
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月
23
日（
火
・
祝
）
18
時
～

　

秋
の
一
夜
、
お
月
見
と
素
敵
な
演

奏
で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

（
弥
生
の
森
お
お
つ
主
催
）　

　

前
売
券　

５
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

　

８
月
上
旬
か
ら
発
売
予
定
。

お
た
ず
ね
は
、
大
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　
【
電
話　

21
－ 

０
１
７
２
】

★
博
物
館
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　

史
跡
公
園
を
訪
れ
る
人
が
、
木
の
名

前
を
覚
え
、
み
ど
り
に
親
し
め
る
よ
う

に
、
松
井
義
己 

氏
（
出
雲
市
大
社
町

遙
堪
）
の
指
導
の
も
と
、
樹
名
板
を
取

り
付
け
ま
し
た
。

　

公
園
内
を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
な
が

ら
、
季
節
ご
と
に
変
わ
っ
て
い
く
樹
木

の
表
情
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

樹
木
名
【
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
・
赤
芽
柏
】

　

落
葉
高
木
。花
は
７
月
頃
咲
く
が
、目

立
た
な
い
。
新

芽
は
赤
く
、
名

前
は
カ
シ
ワ
の

葉
と
同
じ
よ
う

に
食
べ
物
を
載

せ
る
の
に
使
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

雌
雄
異
株
。
ゴ
サ
イ
バ（
五
菜
葉
）、
サ

イ
モ
リ
バ（
菜
盛
葉
）の
別
名
も
あ
る
。

樹
木
名
【
ヤ
マ
モ
モ
・
山
桃
】

　

常
緑
高
木
。実
が
６
月
頃
に
紅
色
か
ら

暗
紅
色
に
熟
し
、

甘
酸
っ
ぱ
く
生

で
食
べ
ら
れ
る
。

ジ
ャ
ム
や
果
樹
酒

に
す
る
こ
と
も
出

来
る
。
雌
雄
異
株
。

★
史
跡
公
園
「
出
雲
弥
生
の
森
」

　
　
　
　
　
　
　
　

樹
木
だ
よ
り

　

斐
川
町
の
荒
神
谷
遺
跡
に
行
く
と
、

木
漏
れ
日
の
谷
間
で
誰
も
が
興
奮
し
て

い
た
真
夏
の
日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
う
、
あ
れ
か
ら
も
う
30
年
で
す
。

　

一
九
八
四
年
七
月
の
あ
る
日
、
県
教

委
の
方
か
ら
銅
剣
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
銅
剣
は
当
地
で

は
大
変
珍
し
い
遺
物
で
す
か
ら
、
公
表

す
る
と
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
調
査
に
支
障

が
出
る
の
で
、
急
い
で
秘
密
裏
に
発
掘

し
、
調
査
終
了
後
に
発
表
す
る
予
定
だ

と
言
う
の
で
す
。
現
場
が
見
ら
れ
る
の

は
今
の
う
ち
だ
と
思
っ
て
早
速
駆
け
つ

け
る
と
、
林
の
中
の
ト
レ
ン
チ
で
数
本

の
銅
剣
が
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
次
の
日
も
現
場
に
行
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
谷
の
入
り
口
（
今
の

博
物
館
の
前
あ
た
り
）
ま
で
行
っ
た
と

き
、
調
査
を
手
伝
っ
て
い
た
M
さ
ん
が

走
っ
て
来
て
、「
今
、
新
聞
記
者
が
来

て
い
る
。
何
も
出
て
い
な
い
と
シ
ラ
を

切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
来
ら
れ

て
は
困
る
」と
追
い
返
さ
れ
た
の
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
い
つ
も
は
静
か
な
田

園
地
帯
の
狭
い
道
を
、
慌
た
だ
し
く
人

が
往
き
来
し
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、

不
審
に
思
っ
た
住
民
が
通
報
し
た
と
し

★
館
長
コ
ラ
ム
⑩

て
も
、
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夕
方
再
び
現
場
に
行
く
と
、
数
十
本

の
銅
剣
の
茎な
か
ごの

部
分
が
、
ず
ら
り
と
並

ん
で
見
え
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
！　

さ
ら
に
夜
、「
ど
う
や
ら
百
本

以
上
に
な
り
そ
う
だ
」
と
電
話
で
聞
か

さ
れ
た
と
き
は
、
不
覚
に
も
足
が
が
た

が
た
震
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
せ
当

時
、
銅
剣
は
県
内
で
は
９
本
し
か
発
見

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

県
教
委
も
腹
を
く
く
って
、
翌
朝
、
記

者
発
表
を
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
今

や
伝
説
と
な
っ
た
荒
神
谷
フ
ィ
ー
バ
ー
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。
な
お
、
３
５
８
本
と

報
道
さ
れ
た
頃
に
は
、
も
う
足
は
震
え

ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
　
（
渡
邊
貞
幸
）


